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25
回�

晴れの国おかやま　文化回廊�

　いよいよ今秋、第２５回国民文化祭・おかやま２０１０が
開催されます。
　今月号では、皆さんに国民文化祭をもっと知ってもら
い、楽しんでいただくため、その概要と本市の開催事業
についてご紹介します。
　なお、来月号からシリーズで、国民文化祭にかかわる
話題を紹介していきます。

国
民
文
化
祭
っ
て
？

　

国
民
文
化
祭
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を

中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動

の
日
ご
ろ
の
成
果
を
、
全
国
か
ら
集

ま
り
発
表
し
、
交
流
す
る
日
本
最
大

の
文
化
の
祭
典
で
す
。

　

各
都
道
府
県
持
ち
回
り
で
毎
年
開

催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
岡
山
県
で

　

月
か
ら　

月
に
か
け
て
開
催
さ
れ

１０

１１

ま
す
。

　

県
内
全
市
町
村
で
、音
楽
や
演
劇
、

舞
踊
、
伝
統
芸
能
、
文
芸
、
美
術
、

生
活
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

第　

回
国
民
文
化
祭
・　

２５
お
か
や
ま
２
０
１
０
に

つ
い
て

■
テ
ー
マ

晴
れ
の
国
お
か
や
ま　

文
化
回
廊

　

瀬
戸
内
海
か
ら 
蒜  
山 
高
原
ま
で
、

ひ
る 
ぜ
ん

爽
や
か
な
晴
天
が
広
が
る
岡
山
県
を

舞
台
と
し
て
、
地
域
と
歴
史
を
「
め

ぐ
る
」
文
化
、
人
と
人
と
を
「
つ
な

ぐ
」
文
化
、
こ
こ
か
ら
全
国
・
世
界

へ
、
い
ま
か
ら
未
来
へ
と
「
の
び
る
」

文
化
の
回
廊
が
、
時
空
を
超
え
、
彩

り
豊
か
に
行
き
交
い
ま
す
。

■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　

文
化
は
人
間
の
知
恵
で
あ
り
、
秩

序
あ
る
生
活
と
の
結
合
で
す
。
限
り

な
く
広
が
る
文
化
へ
の
あ
こ
が
れ

を
、
歓
喜
の 
人  
形 
の
構
成
で
イ
メ
ー

ひ
と 
か
た

ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
。
色
彩
は
、
日
本

古
来
の
古
代
紫
を
基
調
に
明
る
さ
を

加
え
、
新
し
い
日
本
の
未
来
色
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

■
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

「
も
も
っ
ち
」

　

県
マ
ス
コ
ッ
ト
「
も
も
っ
ち
」
が
、

装
い
も
新
た
に
鮮
や
か
な
黄
色
の
タ

キ
シ
ー
ド
を
身
に
ま
と
い
、
国
民
文

化
祭
Ｐ
Ｒ
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ー（
指
揮

者
）と
し
て
、開
催
機
運
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
で
見
か
け
た
ら
、
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

■
文
化
祭
の
愛
称

あ
っ 
晴 
れ
！
お
か
や
ま
国
文
祭

ぱ

■
開
催
期
間

　

月　

日
�
〜　

月
７
日
�

１０

３０

１１

※
７
月
１
日
�
〜　

月　

日
�
の
期

１１

３０

間
、
自
治
体
や
文
化
団
体
等
の
主

催
に
よ
る
公
演
や
展
示
会
と
い
っ

た「
協
賛
事
業
」が
、県
内
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

本
市
の
開
催
事
業

　

本
市
で
は
、「
神
楽
」「
童
謡
」「
漫

画
」の
各
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
す
。

●
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
サ
ブ
テ
ー
マ

　

備
中
神
楽
発
祥
の
地
に
集
う　
　

　

神
々
の
舞
い

�
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▽
開
催
日
時

　
　

月　

日　

１０

３１

（日）

　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

▽
会
場

　

元
成
羽
高
校
体
育
館

　

全
国
か
ら
神
楽
舞
の
団
体
が
集

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
あ
る

神
楽
舞
を
競
演
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
出
会
い
と
交
流
、
そ
し
て
感

動
の
輪
を
広
げ
ま
す
。
ま
た
、
神
楽

を
通
じ
て
、
伝
統
芸
能
の
魅
力
を
再

認
識
す
る
契
機
と
し
ま
す
。

※　

月　

日
�
〜　

月
７
日
�
の
期

１０

３０

１１

間
、
成
羽
美
術
館
で
、
国
指
定
重

要
無
形
民
俗
文
化
財「
備
中
神
楽
」

の
関
連
資
料
の
展
示
等
を
行
う
予

定
で
す
。

●
童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
　in

　

た
か
は
し

▽
サ
ブ
テ
ー
マ

　

童
謡
は
世
代
を 
継 
ぐ
メ
ッ
セ
ー
ジ　

つ
な

　

城
の
ま
ち
か
ら
響
け
彼
方
へ

▽
開
催
日
時

　
　

月
７
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

１１

（日）

　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

▽
会
場

　

総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

童
謡
を
愛
す
る
人
々
が
集
い
交
流

を
図
り
、
来
場
者
と
一
体
と
な
っ
て

奏
で
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
込
め

ら
れ
た
温
か
い
優
し
さ
を
分
か
ち
合

う
と
と
も
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
世
代
を
超
え
て
童
謡
が
歌
い
継
が

れ
て
い
く
機
会
と
し
、
併
せ
て
高
梁

の
歴
史
・
文
化
を
全
国
へ
向
け
て
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

●
漫
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
サ
ブ
テ
ー
マ

　

世
代
と
地
域
を
つ
な
ぐ
「
Ｍ
Ａ
Ｎ

　

Ｇ
Ａ
」
の 
魅
力 
ち
か
ら

▽
開
催
日
時

《
展
示
会
》

　
　

月　

日　

〜　

月
７
日　

１０

３０

（土）

１１

（日）

《
講
座
等
》

　
　

月
３
日　
 　
　
　
　
　
　
　

１１

（水）

（祝）

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
会
場　

　

吉
備
川
上
ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術
館
、

　

川
上
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

　

日
本
で
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た

「
マ
ン
ガ
」
文
化
は
、
そ
の
豊
か
な

想
像
力
と
高
い
表
現
力
で
、
い
ま
や

「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
」文
化
と
し
て
広
く
世

界
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
マ
ン

ガ
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
広
く
提
供

す
る
こ
と
で
、
想
像
力
豊
か
な
文
化

の
振
興
と
愛
好
者
の
交
流
促
進
を
目

指
し
ま
す
。

市
民
総
参
加
の
文
化
の

祭
典
を
目
指
し
て

　

国
民
文
化
祭
に
は
、
県
内
外
か
ら

多
く
の
出
演
者
や
見
学
者
の
来
訪
が

見
込
ま
れ
、
単
に
文
化
の
発
表
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
梁

の
文
化
や
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発

信
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

「
お
も
て
な
し
」
の
心
で
来
訪
者
を
迎

え
、
市
民
総
参
加
の
文
化
の
祭
典
と
な

る
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

第　

回
国
民
文
化

２５

祭
高
梁
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
社

会
教
育
課
内
�
�
１
５
１
６
）

高梁市記念合唱団が発足

　１月３１日、「童謡フェスティバルｉｎたかはし」に

参加する記念合唱団の発足式が文化交流館で行われま

した。

　この記念合唱団は、童謡を通じ高梁を全国に発信し

ようと市実行委員会が募集していたもので、応募のあ

った市内に在住、通勤・通学する男女１４６人で結成さ

れた混声合唱団です。式終了後、早速、本番で歌う

「赤とんぼ」「シャボン玉」などの童謡メドレーのパー

ト練習や全体練習が行われました。

　これから１１月７日�の本番に向けて、月２回程度練

習が行われる予定です。

�


